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I津田塾生のための留学ハンドブックI

8. 4年間で卒業する条件

「留学」の学籍で留学した場合、以下に説明する方法で卒業要件の科目および必要単位をすべて修得することが

できれば、4年間で卒業することが可能です。ただし、留学から帰ってきた年度に科目継続した科目が開講されな

いケ ー スや、単位認定を希望した科目が認定されないケ ー スもあり、卒業に必要な単位を満たすことができずに卒

業が延びることもあります。

教務課／千駄ヶ谷キャンパス事務室ならびに指導教員とよく相談してください。

〈学芸学部の場合〉

① 2年次前期から1年間
の留学

② 2年次後期から半年間
の留学(※）

③ 2年次後期から1年間
の留学

④ 3年次前期から1年間
の留学

⑤ 3年次後期から半年間
の留学(※）

※②⑤の場合

2年次の1年間を留学先で学び、帰学後に本学で 3年次•4年次を学ぶ。2年次に本
学で履修すべき科目は 3年次の科目と並行して履修する。なお、1年次から 2年次ま
での修得総単位数が 32単位に満たない場合は、3年次に進級できないので注意する
こと。ま た、科目によっては、段階的な履修がルール付けられているものがあるため

（履修制約）、履修要覧でよく確認すること。

2年次の後期から半年閻招学し、3年次の5月末日までに帰学し、かつ「履修登録延
期」の帰国後の手続きを行う 。翌年3年次に、 2年次と3年次の科目を同時履修、ま
たは 4年次に 3年次と4年次の科目を同時履修すること。ただし、科目によっては、

段階的な履修がルール付けられているものがあるため（履修制約）、履修要覧でよく確
認すること。

2年次の後期から 1年間留学し、3年次の後期に帰学する。2年次の前期に登録し た第
1タ ー ムから開始される複数 タ ー ム連続開講科目 （例：第1• 3 • 4タ ー ム科目） につ
いては、②と同様に「科目継続」の手続きをしておくことにより、帰学後後期から同一

科目を履修することが可能。翌年4年次に、3年次と4年次の科目を同時履修して単
位を修得することで、留学期 間を含めて 4年間で卒業することができる。ただし、科
目によっては、段階的な履修がルール付けられているものがあるため（履修制約）、履
修要覧でよく確認すること。

3年次の1年間を留学先で過ごし、婦学後に本学で 4年次を週ごす 。3年次に本学で
履修すべき科目は 4年次の科目と並行して履修する。ただし、科目によっては、段階
的な履修がルール付けられているものがあるため（履修制約）、履修要覧でよく確認す
ること。

3年次の後期から半年間留学し、4年次の5月末日までに帰学し、かつ「履修登録
延期」の帰国後の手続きを行う（前述の②に同じ）。
翌4年次に、3年次の科目と4年次の科目を同時履修すること。このようにして必
要な単位を取得すれば、帰学の翌年に卒業することが可能。ただし、科目によって 
は、段階的な履修がルール付けられているものがあるため（履修制約）、履修要覧
でよく確認すること。

「履修登録延期」手続きを期日までに行っておく

②2年次

⑤3年次

前期 後期

留 学

次学年 5月末日

※留学期間は前年度後期から 5月末日までに帰学し、「履修登録延期」の
翌年度前期までの半年間 1帰国後の手続きを行い、履修を再開する

（※）1年間留学し、5月末日までに帰学可能な場合も含む。
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